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社会的な居場所としての学習支援事業が直面する課題
―貧困の連鎖の解消をめざす X 市の取り組みを中心に―
西　内　志　帆
平成26（2014）年度　修士論文要旨
　本論は、貧困の連鎖の解消をめざす社会的な
居場所づくり支援事業における学習支援事業が
直面する課題の析出を試みたものである。研究
の方法としては、文献や資料に基づいて学習支
援事業の概観したほか、X市における学習支援
事業へのフィールドワークと事業関係者 7 名に
半構造化インタビューを行った。
　道中（2006）は、ある地域において生活保護
受給世帯で育った子どもが大人になって再び生
活保護を受ける状態を調査したところ、25.1％
と強い相関関係が見いだされ、生活保護受給世
帯における「貧困の連鎖」があることが明らか
にしている。このような事態に加えて、稼働人
口層の生活保護受給者数が急増している状況を
受け、厚生労働省は生活保護受給世帯の子ども
を対象にした学習支援事業（「社会的な居場所
づくり支援事業」）を2011年から開始した。こ
の社会的な居場所については、「シェルタ （ー避
難所）、またはスプリングボード（跳躍台）と
なるもの」と期待されている。本論は、この学
習支援事業を対象として考察を行なったもので
ある。
　先行研究においては、実践的な報告も含め、
生徒たちにとっての「居場所支援」と生徒たち
の学力をサポートする「学習支援」の効果に焦
点をあてた分析がなされていた。しかし、管見
の限り、課題についての具体的な記述は少な
く、十分な整理が行われていないことが明らか
となった。
　そこで、まずインタビューで聞き取れたこと
を「学校や家庭、塾との対比で語られた学習支
援について」、「そのために学習支援を実施する
中で意識・工夫していること」、「支援をしてい
る中で気にかかること」という 3 つの観点から
分析した。そのうえで、「居場所支援」と「学
習支援」の実態について、シェルターとスプリ
ングボードという 2 つの機能から課題の分析を
行なった。
　その結果、先行研究で述べられていた運営面
での課題だけではなく、目指される空間として
生徒が自分らしくいることができる「居場所支
援」に重きを置くほど、「押しつけ」になりが
ちな「学習支援」との齟齬が生じていることが
明らかになった。支援者によって学習支援教室
が生徒にとってシェルターの機能をしていて
も、一歩外に出れば、生徒は抱えている家庭や
学校における困難な状況に直面し、その「しん
どさ」が重いほどスプリングボードに乗れずに
社会との接続の難しさがあることを確認した。
　このような考察から、学習支援事業の位置づ
けを再考する必要性があると考えた。シェルタ
ーとスプリングボードの機能を目指すだけでな
く、「反貧困学習」（大阪府立西成高等学校：
2009）というような、今の社会について知り、
生きづらさの原因である社会自体を問う回路が
求められるのではないだろうか。そういった回
路がなければ、この学習支援事業は子どもたち
をその生きづらさにただ順応させるための装置
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として機能してしまうともいえる。すなわち、
この学習支援事業においても排除される子ども
たちが生まれ（上原:2014）、さらに、参加して
も社会的に上昇できなかった生徒は「自己責任」
として片付けられる可能性（松本:2013）が危
惧された。
　本研究の成果は、X市の学習支援事業におい
て直面している課題を検討することで、学習支
援事業から社会への接続の困難性を明らかにし
たことである。しかし、本論ではX市の事例の
みを対象をした分析であることから、他自治体
で行われている学習支援事業においても同様の
ことがいえるとは限らず、異なる課題に直面し
ている可能性もある。よって、これを検討する
のは今後の課題としたい。
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